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ロザリリョのインスピレーションを忘れないために

2021 年 4 月 2 日 

この聖年を祝うための課題としては、マザー・カンディダ・ファミリー（イエズス

孝女会と一般信徒）として、感謝と未来への希望の思索をもって、マザー・.カンデ

ィダの生涯と私たちのカリスマ的個性の側面を深め続けることができるという深い

願いが込められています。歩んでいくことで、共同生活を味わい、感謝して記憶し、

主が何を望んでおられるかを尋ね続け、私たちのカリスマの新しい側面を世界に提

供できるようになります。 

2019 年 4 月 2 日、ホァンナ・ホセファが「ロザリリョ」の祭壇の前で受けたインス

ピレーションから 150 周年を迎え、子どもと若者のキリスト教的教育に特化した「イ

エスの娘たち」という名の修道会を設立しました。私たちは家族として祝い、「ロ

ザリリョの日」と呼んでいます。私たちは今でも、このお祝いの中で味わったもの

と、今日の歴史の中でミッションに生きる私たちのための神からの挑戦、インスピ

レーション、新しさとして受け取ったすべてのものを、心の中に持っています。

私たちは、「ロザリリョ」のインスピレーションの 150 周年記念と、「イエズス孝

女会」設立の 150 周年記念の間の恵みの時を過ごしています。 

第十八回総会の中で決まった第１のものは、私たちにこの枠組みを提供しています。

それは、私たちが神の霊に動かされて、その "内面的画布"に、主が望まれる未来へ

と私たちを駆り立てる私たちの人生と歴史の "今日 "を描くことができるようにす

るためです。 

"聖家族 "の祭壇の前でホァンナ・ホセファが持つインスピレーションは、修道会

創立 150 周年へと導く入口となるのです。私たちの個性を深め、真のイエズス孝女
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会として世界の中で生きることを願う、実りの多い年です。この記念日は、私たち

に「カリスマの新しい側面を提供することを求めています」と語っています。 

このように、今年は特別な形で、修道会誕生のインスピレーションの源から、感謝

と希望と決意をもって記憶し続けたいと思います。私たちのシスター、ベアトリス・

ネフの思索的で祈りに満ちた考察を再び提供できることは喜びです。ロザリリョの

体験から 150 年。 

私たちは、世界がひっくり返り、人生が私たちを完全に変えてしまったことの証人

となりました。特に、非常に困難で、今なお活発で存在するこのパンデミックの状

況のために。私たちの直近の歴史には様々な出来事や状況があり、その中には私た

ちを不安にさせるものもあれば、私たちを成長させ、希望へと導いてくれるものも

あります。 

この枠組みを取り入れ、今この瞬間の地に足を踏み入れ、創立 150 周年という文脈

の中で、「ロザリオの日」を祝うためにこの考察に立ち返ることが、私たちの歴史

と私たち自身の人生を、新たな気持ちで、感謝、慰め、決意、希望をもって深め続

けることにつながると信じています。私たちは、「霊操」の意味で、信仰を持って

歩んでいきましょう。私たちの耳が、私たちの中にある言葉の中の聖霊に向けられ

ますように。私たちが、内的空間を捧げ、神が私たちの心に語りかけてくださるよ

うに、提示された質問を自分自身に真に問いかけることができますように....  

マザー・カンディダがそうであったように、聖霊が私たちに、耳を傾け、心を開く

この共有の旅に導き続けてくださいますように。そして、今日、神の意志の「イン

スピレーション」として私たちの召命を生きるように励ましてくださいますように。 

150 周年記念委員会 
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世界を切り拓き続けるインスピレーション 

ロザリリョ1 の体験から150年

今から150年前の1869年4月2日、アンドアイン州ギプスコアの小さな町に住むバス

クの少女は、ようやく自分の中に何かがはっきりしてきたことを感じた。探求の

道、祈りの道、直観の道は終わりを迎えた。そして、もう一つのことが始まり、そ

れは探求の一つであり、祈りの一つであり、行動の一つであり続けます。 

1869 年 4 月 2 日、ホァンナ・ホセファ・シピトリア・イ・バリオラ2 は、一人では

何もできないが、神様と共にいれば何でもできるということを経験した。それは彼

女の人生の中でずっとそうだったからです。そして実際には、偉大な神秘的体験の

ほとんどは、聖人が「養成されている」ことに気づくのです。神がご自分の意志で、

ご自分の意志のままに、ご自分を現すのは事実です。しかし、もし人が神の存在に

身を任せ、神の友情の中で頻繁に時間を過ごすことができれば、その人は神の深遠

で変革的で永続的な経験が得られるのも事実です。 

ホァンナ・ホセファは、幼少期から生きてきた貴重でシンプルな愛の物語を描いて

います。彼女の両親と祖父母は、彼女のルーツ、自然、家族への愛を彼女に伝えま

した。彼らは彼女に謙虚さ、粘り強さ、冷静さを教え、彼女にすべてを神に委ねる

者、すべての人を慈しむ父の単純な深い信仰をうえつけました。 

だからこそ、裕福な家庭の少年に結婚を求められて心が震えると、どう説明したら

いいのかわからないまま、「神様のためだけに」 3 と感じてしまうのです。そして

1 この記事は、2019 年 3 月 30 日にバジャドリッドで開催された、聖イエズスのカンディダ・マリ

アのインスピレーション 150 周年を記念して、著者が行った講演に由来しています。
2 ホァンナ・ホセファ・シピトリア・イ・バリオラは 1845 年 5 月 31 日にアンドアイン（ギプスコ

ア）で生まれ、1912 年 8 月 9 日にサラマンカで死亡した。1871 年、彼女は子供と若者の教育に専

念するために、イエズス孝女会を設立しました。シスターである彼女は、イエズスのカンディダ・

マリアと呼ばれていました。2010 年 10 月 17 日にローマで列聖されました。
3 シピトリアとバリオラ一家は、ホァンナ・ホセファがまだ 6 歳だった頃、より良い仕事を探すた

めにアンドアインからトロサに引っ越してきました。そこで彼女は成長し、青春を送った。18 歳に
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彼女は未知の世界に身を投じ、今日、私たちは「彼女は快適な空間を離れる」と言

うだろう、そして18歳で彼女は自分の人生を求めて、人生を見つけるために、カス

ティーリャに行きます。

ブルゴスの家で 6 年間奉仕した後、自分の生計を立て、家族を助けるために、神が

自分に何を望んでいるのかという絶え間ない探求を怠ることなく、彼女はバジャド

リッドに行き、そこで神を信頼し、自分自身を伴わせて、神が自分に何を望んでい

るのかを発見しました。そして、それはイエズス様のために、そして他の人のため

に、することがすべてであることだと気づいたのです。彼女はもうホァンナ・ホセ

ファではない。彼女はイエズスのカンディダ・マリアと呼ばれ、当時の子供たちや

若い女性たちの教育に専念する新しい修道会－イエズス孝女会の創立者となります。

そして、それは金持ちと貧乏人のためになのです。このようにして、模索と祈りと

行動の道が続いていくのです。 

しかし、常に神と共に、他の人と共に。その日からイエズス孝女会が設立されるま

でには、さらに二年の歳月が流れました。おそらく、時間はどんな事業でも常に考

慮に入れるべき最高の材料の一つであることを確認するために。 

そして、150 年後の今日も、イエズス孝女会は、直観と行動の時代を模索し、祈り、

生きようとしています。神と共に、他者と共に。 

これから読者が気づくことは、提案であり、招待であることを意味しています。読

むというよりも、「やる」ための道筋。個人的な再読のための提案であり、自分自

身に大きなリスクを取ることでもある。部分的に完了される記事になってしまいま

す。読み手と言葉の間にそして、最高のものはまだ発見されていないのです。 

なって、裕福な家庭の若者が彼女に結婚を申し込む。6 人姉妹の長女である彼女が結婚していれ

ば、家族にとっても安心だっただろう。 
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1. 神様と共にいるならばすべてのことができる...体験談

「一人では何もできないが、神の恵みがあれば何でもできる」 ホァンナ・ホセフ

ァは、ロザリリョのインスピレーションの場所であるバジャドリードでこの言葉を

発したようです。この女性の人生を知っていると、彼女はそれを生きていたのでは

ないかと思いたくなるし、誰が歴史に残るように書き留めたのだろうかと考えてし

まう。   

しかし、重要なのはそれが真実であるということだから、それはそれで最低限のこ

とである。なぜなら、私たちが一人で行くことを主張するとき、私たちは非常に短

い旅をしていますが、神が私たちと一緒に行くことを意識するようになったとき、

私たちを止めることができる人は誰もいないからです。 

ということで、まずは一人で行って迷子になった出来事を考えてみましょう。 

私たちは視点を見つけられず、何も進歩しないで砕いてしまいました。また、私た

ちが他の人と一緒に行った別の場所では、おそらく私たちも意識的に神と一緒に行

き、困難の中にあっても、私たちが予見していなかった場所にまで、何とか到着す

ることができました。 

最初の考慮を終えて、私たちはスタートしましょう。 

マザー・カンディダの話をして、新しいことを言うのは難しいですね。一方で、彼

女の人生については、十分に文書化された記述があります。4 一方で、19 世紀の女

4 デ・フリアス・トメロ、マリア・デル・カルメン、イエズスのカンディダ・マリア、創立者、サ

ラマンカ、列聖の原因の申告、1988;  デ・フリアス・トメロ、マリア・デル・カルメン、 神があ

なたを呼ぶところ、サラマンカ、Sígueme,1990 年。 

 一人で生きていて、暗闇があった困難な出来事を思い出

してください。

 困難な出来事があった時に、みんなと一緒に生きていく

中で光があったことを思い出してください。
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性、修道者、少女や若い女性の教育のための修道会の創設者について、今日、新し

いことを言うのは簡単ではありません。そして、私たちが 「ロザリリョ」と呼んで

いる彼女の感動的な経験について何かを貢献することは、私には不可能な作業のよ

うに思えます。 

したがって、この記事の焦点は、マザー・カンディダについて何を言うか、あるい

はマザー・カンディダが今日、彼女のロザリリョから 150 周年後に、私たちに何を

言うかということではありませんが、 

 私たちは自分自身について何を発見しているのでしょうか。

 私たちの中では、どのような「ひらめき」の体験が生まれているので

しょうか。

 私たちにどんな視点が開けるのか。

私たちは、過去と同じように、私たちの父なる神とその愛すべき御子イエスの同じ

聖霊の働きとなる明日へと私たちを開く記憶を作るように招かれています。 

だから、私たちは自分たちの源を思い返さなければならない、未来のための思い返

すことを。5 

お互いに助け合い、基礎的な経験を伝え、読んだものが魂に触れるようにしましょ

う。 

私たちは、サン・セバスチャンの老人ホームに住むイエズス孝女会テレサ・レドン

ドの体験を思い出しながら、ロザリリョのインスピレーションの瞬間が彼女にとっ

て何を意味するのかを、非常に簡単に、そして深く語っています。 

「このような素朴な女性が、その小ささと謙虚さと誠実さの中に神秘的なもの

を秘めていると思うと、私には多くの人生を与えてくれます。神が彼女にイン

5 イエズス孝女会のマリア・イネス・フルタド、2019 年 5 月までの総長からの会全体への手紙か

ら。 
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スピレーションを与えたことをするために、彼女はどんな心を持っているでし

ょうか！彼女が神と聖霊に満たされているので、神は彼女にインスピレーショ

ンを与えました。（…）私は神と共にそして神のためにしようとします。」 

 

ブラジルに住むアルゼンチン人の修道女、セリーナ・チメノ、の証言を続けます。

彼女の人生の重要な瞬間、インスピレーションを与えてくれたのは、彼女のこだわ

りの「ロザリリョ」について語ってくれています。 

 

「ロザリリョの体験を考えることで、今の自分の人生にインスピレーションを

与え、刺激を与えてくれた体験を考えるきっかけになっています。少し考えて、

これらのことを心の中に通してみると、実は自分の心、人生、召命の基礎とな

る経験に出会えたのです。最初の一歩を鼓舞する経験は、後で、すべてこの時

間を通して、そのステップを確認した他の人がいたが、取るための最初の一歩。

しかし、すべてが私の心を通り過ぎたとき、私は「それが私のロザリリョの経

験だ」と言いました。そして今でも、それは私を養い、私を動かします。 

 

アルゼンチンでボランティア活動をしていて、全身をやけどした 7 歳の男の子

に出会いました。彼は非常に攻撃的だった。私たちがいた場所はとても暑かっ

たのですが、彼はいつも長袖を着ていました。とても不細工でみんなに笑われ

ると言っていたので、肌を見せなかったそうです。彼と一緒にいるたびに心が

折れそうになりました。 

サッカーの試合が開催されました。彼らは11人でした。試合が始まると、彼は

どんどん汗をかき始めた。フィールドから去って、「もう暑さに耐えられない

から長袖のセーターを脱がないといけないし、フィールドを離れたら元に戻れ

ないし、チームが負ける可能性もある。だから、チームメイトの力になれるよ

うに脱いで、試合に勝てるようにしたいと思っています。セーターを脱いで試

合に戻った。 

 

そのイメージは、他人のために自分の人生を捧げることに価値があること、自

己愛、欲望、関心から出て、「コートに入ってプレーする」こと、人生を共通

のゲーム、チームにすること、他人のために自分のベストを尽くすことに価値
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があることを私に語りかけているのです。最も貧しい人々は、私たちの生活の

生きた福音であることを確認しました。神様のお気に入りには理由があるので

す。そこから「イエズス孝女会員になるための一歩を踏み出したい」と言う強

さがありました。マザー・カンディダの貧しい人々への愛を理解し、自分がど

の家族に属したいのかを理解した。イエズス孝女会だけではありませんでした。

私は、神のお気に入りの家族、神に好かれる家族、イエズスが命を与えられた

家族、つまり排除された人々に属したかったのです。私のロザリリョは彼らで

あり、私のロザリリョは一番貧しい人たちであり、彼らのために日々精一杯の

努力をしたいと思っています。」 

 

私たちは、スペイン・イタリア管区のコミュニケーション支援チームに所属するマ

ドリッド出身の一般信徒、パブロ・マルティンの設立体験で締めくくります。 

 

「私の生活はごく普通のものです。私は労働者階級の家庭から来ました、平凡

な

4人兄弟、2人の両親は、困難を抱えながらも、お互いをとても愛しています...

キリスト教の家庭で、私たちはいつも家族として祈り、一緒に分かち合うこと

を教えられてきました、しかし、すべてがごく普通の日常生活でした。 

 

「私のロザリリョ」を考えようとしたときに思ったこと：私は「ロザリリョ」

を持っていません。私の個人的な経験と信仰の経験、主と私の道は、日常の道

であり、自分の人生を変えた瞬間を探すことにこだわり、これからは別の人に

なる...と思っていました。そして何もなかった。私は、神との出会いの個人

的な瞬間と、他の人の中の神との個人的な瞬間だけを特定しました。 

 

最初の黙想が思い浮かぶ...自分の人生をどうするかを考える瞬間。労働採用

に参入しなければならないのはわかりますが、ジャーナリストにとっては非常

に難しいことです。選択している、決断している...。そして、その過程で、

去年の夏にモザンビークで経験したことのように、いくつかの経験に気づくの

です。 
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しかし、"閃き"の瞬間はない。ごく普通の経験です。それは、あなたの人生の

中で神を常に見ていることです。それは、あなたのために全てを与えてくれた

家族がいること、それに値することなくあなたのために全てを与えてくれたこ

と、あなたが役に立つ人間であることを教えてくれたこと、そして、あなたが

普通の人間であること、友達と出かけること、帰ってくること、仕事に行くこ

と、できるときには助けてくれること、自分が知っていることの中では、あま

りないことですか。 

おそらく私の「ロザリリョ」は、私の生活の中にある神の日常性、いつもそこ

にいること、寄り添う中にいること、存在の中にいることである。」 

 

 

3 つの経験...そして私たちはそれぞれ独自の...  

 

 

 

 

これは神秘に触れ、聖地を踏みしめ、深淵を愛撫し、安心感を得ている。 

そして、これはロザリリョに近づくと、ホァンナ・ホセファに触れるものです。こ

れは、彼女の人生の光の中で、自分自身の何かを発見することです。 

 

 

2. 神さまと共にいればすべてのことができる... 視野を広げ 

 

マザー・カンディダの何が私たちを魅了しているのか。 

 今日も何を意味しているのか。 

 何が私たちに新しいビジョンを開くことができるのでしょうか。 

 

いくつかの言葉が私のところに来て、それを分解していくうちに、きっとそれぞれ

の人も、あなた方一人一人のところに、あなた方自身のところに、心の中に響くも

の、それが神の言葉であることを確信しています。 

 

 今の自分に時間を与えて、自分にとってのビフォーとアフターを意味す

る心の体験で、自分自身の重要な体験につなげましょう。 
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家、灯台、手紙、心、女性 

 

家 

  

ホァンナ・ホセファは、特に貧しい人々のために、家であり、避難所であり、歓迎

される場所であり、開放される場所であり、共有の食卓である。 

 

しかし、私たちは、ベロスペ6 を介して、その独自の家を訪問するつもりです。塔

の家、防衛の家、宮殿、農家の家、そして最後に隣人の家と、長い進化の末に隣人

の家になりました。 

 

時々、私たちの生活の中で、私たちは、少なくとも私が経験してきたように、「要

塞化された城」であること、防衛の時代、あるいは攻撃の時代、私たちは自分自身

がすべてのものやすべての人と戦っているのを見ている時代、あるいは「正義のた

めの戦い」で重要なのは私の戦いであり、私たちの戦いであり、正義ではないと信

じている時代を通過します。戦争的 になったり 譲歩的になったり... 神の

国のための闘争のように 見せかけても 何も理解していない。 

 

別の時に、私たちは「宮殿」であり、私達は私達の生活の中であまりにも快適にな

り、落ち着き、私達は人生で何かを達成することができるレベルの快適さを得てい

ます、成功、または私たちは、常にこの方法で行われてきたものが正しいと信じて

いる。かつてはそうだったので、それは変更する必要はありませんし、私たちはそ

れが成熟の問題であると信じていますが、それは悪霊の誘惑の問題であるため、私

たちは間違っています。 

 

ある時は「農家の家」となり、仕事の場でありながら、おそらくは活動家でもあ

り、活動で自分自身を満たし、ストレスが溢れ、不安で本当の意味で生きられなく

なり、ビジョンを見失ってしまうような時でもあります。私たちは毎朝、生命を贈

                                                
6 ベロスペは、ホァンナ・ホセファ・シピトリア・イ・バリオラが生まれた集落です。12 世紀に

は塔屋、15 世紀には宮殿、その後、宮殿の名を冠したベロスペ領主が到着した宮殿、19 世紀には

農家、最後に長屋となっています。それは現在、イエスの娘たちの会に属しています。 
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り物として受け取って目を覚まし、顔をしかめたまま、それに気づかずに行動して

います。 

 

しかし、なんとか「隣人の家」として、関係性、共有、絆を強めていくこともあり

ます。私たちが家族であるのは、私たちが自分自身と、地球と、神と和解し、その

中に空間を作り、感謝の空間、生命の空間を作るからです。私たちは自分自身を子

宮とし、生命の神聖な空間とし、生命そのものを身ごもってくださった神に乗り移

られるようにしています。 

 

ホァンナ・ホセファは、私たちを後者になるように誘う。隣人の家、シンプルな家、

関係性の家、助けの家。誰にでも合う家、金持ちと貧乏人、そして何よりも貧乏人。

彼女が良いから家にいるのではなく、彼女が望んでいるから家にいないのです。し

かし、彼女が見て、彼らには家も場所もないことがわかり、「貧しい人のための場

所がないところには、私のための場所もない」ということがはっきりしているから

です。 

 

 

 

 

 

 

 

ベロズペの農家の1階の壁には、バスク語とスペイン語でこの文章が 

書かれています。 

 

これらの壁の中で、偉大な夢が作られました。 

そして、夢は神の国となった。 

家庭の温もりの中で育ったホァニタットソがここに  

心を入れ替えて  

 愛の力によって、御言葉によって蒔かれた肥沃な土壌に。  

そこから芽生えた、しっかりとした、教育への関与 

 いつ他の人を家族のように温かく迎え入れますか。 

 他の人、お金持ちの人、特に貧しい人にいつ自分自身をさらけ

出すことができますか。 
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そして、必要とされる場所で、正義のために戦いました。 

今度は私たちの番です。 

その愛の果実。 

聖霊が導いてくださるところにいのちを蒔き続けるために  

とマザー・カンディダの夢を続けるために  

世界を神の国にすることを 

 

 

近所の人との間で、日常生活の中で、他人との間で醸成された夢...。 

家になること、ホームになること、家族や友人が座ることができる焚き火の周りに

なることを呼びます。顔、名前、家族でいっぱいの家。家だけでは何もないのに、

神と一緒にいると何もかも.... 

家、ホーム、歓迎、独身女性のためのアパートやホテルの代わりに、希望が育ま

れ、道を探すことが共有される家になるのではありませんか。 

 

 

灯台・ライトハウス 

 

灯台は夜に奉仕し、夜を照らす。これほど示唆に富む画像はほとんどありません。

夜、暗闇の中で灯台になること。魂の暗い夜、暗い夜。何人が通過して、何人がま

だ通過していないのか！病気、自分と他人のもの、死、肉体的または心理的なもの、

分離によって引き起こされる痛み、未解決の紛争、癒えない傷、虐待や虐待を受け

た女性、一部の人が違法と呼ぶ権利のない移民。 

 

しかし、それだけではなく、どれだけ多くの灯台が我々を正しい港に導いてくれた

ことでしょう！波との戦いを余儀なくされたのは私たちでしたが...なんと幸運なこ

とに、私たちを導いてくれる光があったのです...! 
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ホァンナ・ホセファは灯台、光、多くの人々のためのガイドであった。そして彼女

は、光である彼女が、神の光ではないが、そうであり続けている。光は神だから。

光は神です。一人では何もできないが、神様と共にいれば何でもできる。彼女は

光ではあるが、眩しさを感じさせない。 

彼女はその4月2日に明りを持っていました。彼女は心の中に大きな確信を感じ、神

が自分に求めていることをはっきりと見て、その確信が自分の世界を照らし出した

のです。しかし、彼女がそれを手にすることができたのは、18 歳の時に理想を求

めて祖国を離れた求道者だからです。そして、福音から、そして神から現実を見よ

うと、6 年間も探し続けた結果、彼女は光を見たのです。それは明らかでした。 

 

眩しい灯台ではなく、照らす灯台になろうではありませんか、神の光を受けて圧倒

されるからこそ照らす灯台になろうではありませんか。時々、私たちは、私たちの

亀裂の一つを通して、その光の一筋を見せてくれるからです。「壊れた者は祝福さ

れ、その中を光が通り抜けるために」.... 

 

 

手紙 

 

手紙です。他の通信手段が開かれたおかげで失われつつある手段。懐かしいふりを

せずに、手書きの手紙の中には、メールやインスタントメッセージとは異なる時間

の使い方がありました。丁寧に書くことに専念する時間は、その人に捧げられた時

間であり、マザー・カンディダはそれを感じ取っていました。 

 私は神を私の灯台にさせているのか。 

 私にとって他の人はどんな灯台なのか、私を啓発してくれるのか、私

を歩かせてくれるのか。 

 私は灯台なのか、いつ。 

 私の中の何のひび割れが光を通すのか。 
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彼女は生涯を通じて多くの手紙を書いていました。私たちは、イエズス孝女会員で

あるテレサ・ルチアによって注釈された 2 巻で出版された 476 通の手紙を持ってい

ますが、その中で私たちは崇高なもの、日常・形式的なもの、日常・人間関係の世

界、内面の世界、気遣いの世界、友情の世界を発見します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、大切なのは通路であり、チャンネルであり、コミュニケーションの架け橋

になることなので、懐かしさにとどまらないようにしましょう。マザー・カンディ

ダがそうであったように、他の人又、神との関係もそうであるように、関係のある

女性と男性になるために。しかし、神との関係が他の人との関係も変えていくとき

に奇跡が起こるのです。 

 

確かに、私たちの神との関係は、人との関係や世界との関係とは異なることはでき

ません。私たちが実利主義的な関係を持ちがちであれば、神との関係もそうなるで

しょう。もしそれらが表面的なものであれば、私たちと神との関係もそうなるでし

ょう。それらが深く、誠実であれば、私と神との関係はそうなるでしょう、なぜな

ら私たちは一つになっているからです。 

 

しかし、神との関係が人や世界との関係を変えてしまうことを発見したときに、印

象的なことが起こります。取り返しのつかないことに 尺度は自分と他人との関係で

はない。その尺度は、私と神との関係です。そして、私が神と関係を持てば、すべ

て再定義されます。私は自分の脆弱性、限界、小ささの中に自分自身を発見し、ま

た自分の可能性の中に自分自身を発見します。そして、これは解放的な意味で、自

分の腐植や自分の土地と一体になるという意味で、他の人との関係の中で自分自身

 あなたが書いた最後の手紙は何ですか。明日、手紙を書く。 

 誰にでも：母親に、夫に、妻に、息子に、20 年前の「私」に、20 年

後の「私」に、神に、マザー・カンディダに、必ず手書きで書いて

ください。それがいかに別の味、匂い、タッチを持っているかがわ

かります。 
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をこのように位置づけることができます。そして、すべてのものが異なる意味を持

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

弱気になればなるほど、信頼が持てるようになります。外面的な強さで自分を囲っ

てしまうと、最初は守られているという誤った安心感と思わせてしまうかもしれま

せん。しかし、それは他の人からの遠隔性、現実からの遠隔性へと変化します。 

  

弱さの中に強さを見出そう 神が私たちの生活の中に入ってきて、私たちの人生と人

間関係を変えてくださる。 

 

 

心 

 

心は、その人の中心となる存在。ホァンナ・ホセファは自分自身を心に導かせた。

心は真の欲望の中心であり、イグナチオが「欲望の欲望」と呼ぶものであり、心が

神で満たされているときには、何でも起こりうるのです。 

 

 

アイン・カレムのアルバム「火と抱擁」に収録されている「あなたに」という曲の

歌詞は、とても示唆に富んでいます。 

 

 

 

あざとされた葦を折らないあなたの中で。 

燻る芯を持っているあなたの中に。 

あなたの中で私の人生は休息を見つける... 

私は善きイエスのうちに信頼しています。 

 

 私と神との関係はどのようになっているのでしょうか。 

 私はそれをその大きさの中に発見し、神に歓迎され、私の弱さの中で神

に気づいてもらうことを許すのか。 
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私たちをあなたのようにしてください...心の傷を癒す人... 

私たちをあなたのようにして、励ましの息吹を...  

あなたのパンと慰めの担い手...  

私たちをあなたのようにしてください、主イエス.. 

 

私をあなたのようにしてください、心の傷を癒す人、たくさんいますよ。近くにも

遠くにも、家庭でも、学校でも、職場でも。私たちの共同体の中で...何人かは、

緊急に。 

 

今日は残忍な断絶があります、国境のことですが、それは我が国だけのものではあ

りませんが、ここに押し寄せています。死の境界線。嘘の境界線。理不尽の境界線。

障害物のある境界線。ますます高い境界線。移民または難民の追放との境界線移民

または難民が法の適正な手続きに接近することなく、また有効な司法的救済手段を

通じてそのような行為に異議を唱えることができない状態で追放されることとの境

界線。女性が生まれてくる前に養子縁組のために子供を引き渡すことを提案して、

送り返されないようにしている境界線。 

 

恥の境界線。 

 

墓地と化した海と、命を飲み込む怪物のような波。しかし、それは海や波のせいで

はありません。非人間的な政策のせいである。 

 

ソマリアの詩人ワルサン・シャイア7 は、「家が許さないときだけ家を出る。水

が陸よりも安全でない限り、誰も子供をボートに乗せないことを理解しなければな

りません。移動したキロメートルが単なる旅以上の意味を持たない限り、トラック

の中で昼夜を過ごす人はいない」。 

 

しかし、私たちは励ましの息吹になることができます。より正義で、より人間的で、

より家庭的な世界のために教育するというマザー・カンディダの夢から、私たちは

                                                
7 ワルサンは「朗報」、シャイアは「一つの場所に集まる」という意味です。 
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壊れた心の癒し手となることができるのです。私たちが兄弟的食卓に座って食事を

し、福音の希望を宣べ伝えるような、心と肌に触れる個人的な経験を育むような教

育を、正義から、正義のための教育を与えようではありませんか。 

 

私たちは、歓迎、開放、兄弟愛、思いやりの家庭と家族でありましょう。ホァンナ

・ホセファのように、彼女の心を動かしたもの、彼女を奮い立たせたものによって

運ばれるようにしようではありませんか。私たちの心が満たされるようにして、苦

しむ人たちと一緒に歩んでいこうではありませんか。 

 

私たちをあなたのようにしてください...心の傷を癒す人... 

私たちをあなたのようにして、励ましの息吹を...  

あなたのパンと慰めの担い手...  

私たちをあなたのようにしてください、主イエス... 

 

 

女性 

 

女性であることが簡単なのか、難しいのかはわからない。確かに文脈と時間が関係

していますね。19世紀の女性とはどういうことだったのでしょうか。私が確信して

いるのは、女性であることは「存在している」ということです。 

 

女性...存在、心、夢、現実...。 

女性...約束、避難、抱擁、保護... 

女性...火、水、土、精神... 

女性...家、灯台、手紙、心... 

 

そして今度は女性の代わりにホァンナ・ホセファを入れよう...。 

そして今度はただの女性ではなく、出稼ぎ女性を入れよう......。 

そして今度は女性の代わりに男を入れよう... 
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そして、そのテキストが自分の中でどのように響いているのかを聞いてみましょう

か。 

 

 

 

 

 

もしかしたら、私たちの存在の本質が同じであることに気づくかもしれません。深

い人権の尊重から生きるための一歩として発見できるのかもしれません。覇権を追

放し 兄弟愛の架け橋を築くように 誘っているのかもしれません。 

 

 

3. 神様と共にいれば何でもできる…招き 

 

「神様と共にいればすべてのことができる。」私たちは自分たちの言うことに気付

いているのか..... 

 

私たちが全部できること...  

私たちができることは... 

我々は可能性を持っている... 

私たちがチャンスだと... 

私たちが共同体であることを... 

私たちは家族だから... 

私たちは一緒にいるとき、私たちはより多くのものになることを... 

私たちは完全性を呼ばれている... 

私たちは全体性に招かれている... 

私たちは遣わされている... 

私たちは使命であること... 

 

 

 では、一人一人が名前を書いて、この小さなテキストを発音してみま

しょう。 

 私たちは... 

 



19 

 

 

時々、当時ホァンナ・ホセファと一緒に暮らしていた人たちの感想を想像すること

があります。例えば、ブルゴスやバリャドリードで若い女性として仕えていたドニ

ャ・エルミタスの娘で、多くのことを共有していたエストレーラはどうだろうか。

多分、今日の彼女はこんなことを言うだろう。 

 

「私の親愛なるホァニータ、私の友人である妹は、私たちは彼女にとって本当の家

族だと言っていましたが、彼女は私たちを家族のようにどれだけ助けてくれたかを

知れませんでした。ブルゴスで、スペイン語もほとんど話せない 18 歳の少女が、7

人の子どもたちの世話をしている姿を想像できますか。彼女がよく言っていたフレ

ーズを何度も言っていた。彼女は「神様のためだけに」と言うのですが、私は「も

ちろん、兄弟姉妹が彼女にしたいたずらの後で、どうして一人になりたくないのだ

ろう」と思いました。 

 

しかし、そうではありません。それを言ったのは、彼女の中にもっと大きな何かが

あったからだと思います。時々、彼女は私のために、暖かさを与える囲炉裏の火の

ように、それに付随し、気遣い、包み込む。そうですね。私は時々心を病んでいた

り、母に怒られたりしていたので、母はいつも私のことを見ていて、彼女は何が起

きているかわかっているように見えました。そして、彼女と一緒にいると、まるで

家にいるような感覚になりました。 

 

そして、彼女が明りを持っていたかのように、それが今日のように記憶しています。

そう、彼女は啓発的な人で、謙虚な人だったのだと。だって、何かを褒めるたびに

怒られそうになったから。恥ずかしがっていたと思います。一度、ちょっとのんき

な友達に「スペイン語が下手くそなので、ライトを持っているか」と聞かれたこと

がありますが、その時は理解できませんでした.... 灯り、ファニータは光だ、彼女は

暗闇の中で私を照らしてくれる。彼女は私の灯台で、何度も彼女に身を委ねてきた

が、彼女は私をさわやかな気持ちにさせてくれた。 

 

そして、彼女は私たちと一緒にいたときに私たちを啓発してくれただけではありま

せん。サラマンカに創立に行ったときも、彼女は私たちに付き添ってくれた。彼女
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の手紙はいつも私たちを結びつける橋のようなもので、まるで彼女の話を聞いてい

るかのようでした。私は今でも彼女の手紙を読み返しています。私の手紙も、彼女

が母に書いた手紙も。彼女はいつも誰にでも声をかけ、その中から、私の家ではい

つも「インスピレーション」と呼んでいる特別なものを発信していました。それは、

神が触れるように見えました。特にあの 4 月 2 日から。 

 

彼女はすべて心でした。彼女は誰にでも好かれていて、侯爵の友達までいました。 

しかし、彼女にとっては、いつも親友であり、彼女のお気に入りの人は、貧しい人

だった。かわいそうに 彼女は貧困や苦しみの存在を理解しておらず、自分と同じよ

うに学校に行けない少女たちの教育を心配していた。しかし、彼女は良いバスク人

のように嘆くどころか、行動した。彼女が仕事によく取り掛かったことをいつも覚

えています。それがどれだけ人生に役立っているか。 なぜなら、自分を超えた何か

があって、「私にはどうにもならない」と自分に言い聞かせるとき、それはまるで

見て聞いているかのように、「どうしてできないの。一人では何もできないが、神

様が共にいれば何でもできる。」 

 

ホァンナ・ホセファは女性でした。 

存在、本質、夢、現実...。彼女は約束、避難、抱擁、保護... ホァニタチョ

は火、水、土、精神... 彼女は家、灯台、手紙、心...」 

 

ホァンナ・ホセファ、マザー・カンディダ、かつての女性であり、世界を切り拓く

インスピレーションを与え続けている女性です。マザー・カンディダの心を満たし

てくれた他の人たちと、今日も歩く私たちを啓発し続けてくれる他の人たちと、最

初から開かれていた理想。 

 

 

4. 神様が共にいれば何でもできる... 今ここに 

 

2019 年 4 月から 5 月にかけて、イエズス孝女会は第十八回総会が行われました。

聖霊に耳を傾けるために自分自身を置いた会の全体の経験。現実に耳を傾け、人生
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に耳を傾け、人々に耳を傾け、彼らを通して神が私たちに語り、私たちに求めてい

ることに耳を傾ける時間です。私たちの召命にある自分自身を認識し、希望、交わ

り、帰属意識に影響を受け、普遍性と多様性をカリスマ的経験の豊かな力として体

験するための時間です。会が 6 年ごとに経験し、それが次の 6 年間に召されている

と感じるものを見るのに役立つ時間。 

 

第十八回総会には、イエズス孝女会の共同体や一般信徒たちから多くの要望や提案

が寄せられ、人生はダイナミックであり、異なる現実の中に別の面を持っているこ

とを知ることができました。そして、私たちは非常に深く実存的な方法で生きてい

ることを感じます。私たちは、一般信徒とイエズス孝女会員が共に、より多くのよ

り良い奉仕をするための旅を強化し続けたいと思っています。 

 

第十八回総会は、は、イエズス孝女会のために唯一の決意をしました。すべての人

を兄弟姉妹にしてくださる神の善良さをより明確に示すために、この会の全体を良

好な状態に維持し、世界の現在の状況が要求するものに適合させたいという願いを

込めています。識別の過程で、私たちは福音的な清貧が常に修道生活を本質的なも

のに戻してきたことを思い知らされました。そして、その弱体化は基本的なものか

らそれを遠ざけることになる。 

 

私たちは、「自分のために清貧を選んだイエス・キリストに密着して従うこと」が

緊急性以上に必要であり、そのために自分自身に与える唯一の決意であることを確

認しながら生きていたのです。それが私たちの預言的能力と福音的過激性を回復さ

せる助けになることを信じています。 

 

また，神の国との協力関係がより活発になるように，私たちの使徒的な働きを励ま

す必要があると考えています。私たちが特別な方法で世話をしなければならない普

遍的な呼びかけ、一般信徒とイエズス孝女会員。それが私たちの方法で、そのイン

スピレーションを現在のものにし、現実のものにするためのものです。 
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これらの呼びかけは 

 

● 共通の識別を実践することの緊急性 

 

イグナチオの霊性を持つ会として、見極めは私たちの進め方であり、生活の

中での一定の態度です。それは、私たちが自己愛や欲望や興味から抜け出て、

神が私たちに求めていることを求め、選択することを駆り立ててくれます。

私たちは、私たち自身の個性の中にある、何か重要で急進的なもの、何かを、

個人的なレベルだけでなく、共通の識別の実践として、私たちの使徒的計画

が最も普遍的な善と最大のニーズに応えることができるように、それを回復

しなければならないことに気がつきます。聖霊の声に心を開かなければなり

ません。 

 

● 私たちの共通の家である地球を守ることを責任とする 

 

緊急です。欠かせません。それが正義です。そして、人間の家族として、私

たちはすでに遅刻している。教皇フランシスコの回勅「Laudato si」は、地

球の緊急課題として、共通の家庭のためのケアを提示しています。地球の劣

化の責任は私たちにあります。この緊急性は、私たちの使命のすべての分野

で、共通の家である地球を守り、すべての被造物との共同生活の中で統合さ

れた生態系を生きるために、貧困と闘い、排除された人々の尊厳を回復する

ために、私たち自身を委託することにつながります。それは文化的、精神的、

教育的な課題であり、社会正義とは切り離せないものです。自分のためにも

他人のためにも思いやりのある創造物を大切にしなければいけません。 

 

● 移民・難民の切迫した叫びに応える 

 

この叫び声を聞いている時間が長すぎます。移民は権利だと長々と言い続けすぎた。

みんなが移民してきた、あるいは移民であることを思い出すには長すぎます。この

傷は、他者との協力関係を継続し、人間の尊厳の保護を保証する、より大胆

で明確な立場をとることを私たちに課しています。より良い生活、少なくと
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も生活を求めて土地を離れなければならない多くの人や民族のために、社会

に溶け込むための同伴や方法を教えてくれます。兄弟姉妹の苦しみに応えな

いわけにはいかないのではないでしょうか。 

 

● 若者のための教会司牧活動に引き続き参加すること 

 

私たちは、イエス様が若い人たちに意味を持って人生を生きるように召され

続けていることを確信しています。そして、私たちはマザー・カンディダ・

ファミリーとして、人生を切り開いていく若者一人一人に賭け続け、共に歩

んでいくことに招かれていると感じています。2018 年の司教会議は、司牧

的召命的な青年奉仕を刷新し、もはや有効ではない計画から解放することを

目的とした提案を私たちに提供しています。若者自身が若者の司牧に積極的

な役割を果たすことができる。同伴し、指導されますが、創造性と大胆さを

もって新しい道を自由に見つけることができます。新しいスタイルや新しい

戦略に挑戦する必要性を感じさせてくれます。若者と一緒にこの体験に乗り

出さなければなりません。 

 

● カリスマ的ファミリーとして歩み続ける 

 

私たちはそれを教会への聖霊の賜物として感じ、生きています。一般信徒と

修道者という二つの召命から生きていました。私たちは、カリスマ的な家族

として聖霊が私たちに促してくださる視点と一歩を求めて、開かれた状態を

保ちたいと思っています。イエズス孝女会員と一般信徒は、イエスに従うと

いう私たちの約束を忠実に生きるために互いに助け合っています。互恵関係

や共同養成の中で成長し続けることが必要です。驚きと希望、そしてまだく

る命に、どうしたら心を開かないことができるのでしょうか。 
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● 本校の教育者の団結と繋ぎ目を推進する

今、世界は私たちに大きな教育的課題を投げかけ、未来への道を切り開いて

います。この相互接続された世界では、私たちは一つになり、他の人のため

に助けることができるので、私たちはすべての場所でマザー・カンディダの

教育スタイルに従う学校の教育者の統一とつなぐことを促進しようとします。

このようにして、私たちの学校は福音化の力を得て、より広い視野を持った

教育を受けることができるようになるでしょう。教育という自分たちにしか

できないこと、そしてそれを一緒にやるというチャレンジに振動しないわけ

がありませんか。 

大きな挑戦が待っていて、神様がくださったいのちを指し続ける理想。新たな可能

性を切り開く共同歩調。福音に忠実に、委ねて神の国にしようとする。   

「"聖家族の祭壇の前にホァンナ・ホセファが持っているインスピレーションが、修

道会創立 150 周年へと導く入口となります。これらの年月は、私たちの個性を深め、

真のイエズス孝女会員として世界の中で生きるために、私たちを誘う実りの年です。

この記念日は、カリスマ8 の新しい側面を提供するために私たちを呼んでいます」。 

カリスマ性の体験から生まれた新しい側面。神から、そして他の人と共に。かつ最

高には、一人ひとりが発見することです。今日はどんな新しい自分の個性を発見し

ているのでしょうか。 

ベアトリス・ネフ・アタンセ 

イエズス孝女会

8 第十八回総会の決定、第 1 




